
令和5 年度実施分

担当課

評価内容 評価方法
指定管理者

評価 評価理由 市評価

協定や事業計画に沿った管理が適切に履行されてい
るか。
・業務の履行（清掃・巡回の回数など）は適切か
・人員配置は適切か。
・協定や事業計画どおりの管理となっているか　など

事業報告書 A 協定書を厳守した業務履行及び人
員配置を実施いたしました。 A

定められた期間での報告および連絡が指定管理者か
らされているか。

事業報告書 A 期限内の報告及び提出を行いまし
た。 A

管理区域内の安全性については十分に確保されてい
るか。
・施設の安全性は確保されているか
・協定や事業計画どおりの管理となっているか　など

事業報告書 A
日常施設巡回を行い不具合の早期
発見に努めました。不具合箇所発見
時は担当課に報告を行い適切な対
処を行っております。

A

個人情報保護のための体制、書類および情報の整理
および保管等は適正であるか。
・市への報告は適時、適切にされているか　など

現地確認 A

個人情報取扱に関するマニュアル
を策定し、マニュアルに沿った研修
を行うとともに、適正に管理を行いま
した。また、定期監査を年3回実施
し、管理水準の維持・向上に努めて
います。

A

業務等の記録は、適正に作成、整理および保管がさ
れているか。

業務日誌 A 業務日誌、月次報告書など適正に
作成しています。 A

災害時等の緊急時の体制は整っているか。
緊急対応マニュ
アル A 緊急時マニュアルを完備していま

す。 A

災害時等の緊急時の対応研修、訓練等は行っている
か。

事業報告書 A
策定した緊急対応マニュアルをもと
に研修を実施し、緊急時の対応に
関する研修を年2回実施していま
す。

A

適切な財務運営・財産管理が行われているか
・建物や器具の破損、物品の紛失等はあるか　など

事業報告書 A
日常点検により不具合発生時は迅
速な報告を行い即時対処しておりま
す。

A

事業計画どおりのサービスが提供されているか
・事業の計画、実施、成果は計画どおりか　など

事業報告書 A
スポーツ教室の実施とラウンドフィッ
トネスの実施。イベント事業として紅
葉時期に散策イベントを実施しまし
た。

A

事業計画どおりの利用状況となっているか
・利用者は事業計画どおりか（環境の変化など外部要
因を考慮）

事業報告書 A
概ね計画通りで、コロナが５類移行
したこともあり、観光客は前年度より
大幅に増加しています。

A

利用者アンケート等を年１回以上実施し、利用者意見
の収集をおこなっているか

アンケート A 日常的にアンケートを実施して意見
収集を行っております。 A

利用者の満足度を得られているか
・職員の接客対応、利用条件等は適切か

アンケート A
スポーツ教室で実施したアンケート
では２３件中すべての方が満足以上
の回答をいただきました。

A

利用者アンケート等による意見に対し、適切に改善策
が講じられているか

アンケート A
月毎ミーティングを行いアンケート結
果を報告、情報共有に努めていま
す。

A

行政目的の達成

行政と連携を図り施設の目的を達成しているか
・施設の設置目的を達成しているか
・市および関係機関との連携が適切に行われているか　
など

事業報告書 A
市の依頼行事など滞りなく実行して
おります。市の方針に沿った運営に
努めています。

A

指定管理者選定時に提案のあった事項等について、
提案とおりに実施できたか

事業報告書 A
スポーツ教室の実施について、高齢者の体操や子ども向け
体操教室を提案しておりましたが、前年度の傾向より実施せ
ず、代替えとしてラウンドフィットネスの推進と散策イベントを
子ども向け事業として実施しました。

A

管理業務の会計に関する帳簿、書類の整備および保
存は適正にされているか。

ヒアリング A
請求書、領収書などは適正に管理して
います。また、定期監査を年2回実施し、
管理水準の維持・向上に努めています。

A

現金等の管理は適正であるか。また、金庫等の鍵の管
理は適正であるか。

ヒアリング A
現金管理は適正に実施している。金庫
状況をモニター管理して安全管理を強
化しています。また、定期監査を年2回
実施し、管理水準の維持・向上に努めて
います。

A

赤字決算に陥っていないか。
予算と決算に大きな相違があった場合はその相違の
理由が的確である。

事業報告書 A
概ね計画通りに予算と決算に大きな乖離は見
られませんでした。駐車場の利用が増えたこと
で収入が増え、経費削減できるところは削減
できており、全体収支で黒字決算となりまし
た。

A

経常利益率（経常利益÷売上高×100（当期経常増益
額÷経常利益×100））がプラスになっており、赤字決
算に陥っていない。

収支報告書 A
経常利益率0.67％
当期純利益8,480千円
基準を満たしております。

A

借入金に依存した資本構造ではなく、自己資本比率
（自己資本（または正味財産）÷総資本×100）が30％
以上となっている。

収支報告書 A 自己資本比率51.6％
基準を満たしております。 A

流動比率（流動資産÷流動負債×100）が100％以上
となっており、事業継続の安全性に不安がない。

収支報告書 A 流動比率138.0％
基準を満たしております。 A

青梅市の公の施設指定管理者評価シート

施設名 青梅市御岳交流センター

指定管理者名 シンコースポーツ株式会社

指定管理期間 令和４年４月１日～令和９年３月３１日 シティプロモーション課

評価ランク 評価内容

S 協定等を遵守し、仕様よりも優れた管理であった。

A 協定等を遵守し、仕様に沿った管理であった。

B 協定等を遵守し、おおむね仕様に沿った管理であったが、一部に課題があった。

C 協定等を遵守できず、仕様に沿った管理ができなかった。

評価項目 評価理由

適性な管理の履行
事業計画や業務基準にもとづき、適
切に管理が履行されている。

事業報告 定められた期間内に報告がされた。

安全性の確保

常時、施設のことで不具合箇所・修繕
箇所があれば、報告がなされていた。
また、その後適切な対応がなされてい
た。

法令等の遵守
青梅市情報公開条例および青梅市
個人情報保護条例の趣旨にもとづ
き、適正に報告されている。

業務記録
協定書の定めのとおり、業務日誌を
一か月毎に取りまとめ、翌月に提出が
されている。

事業計画書において緊急時連絡体
制が整備されている。

マニュアルにもとづく、緊急時対応研
修が徹底されている。

適切な財務・財産管理
管理運営業務基準にもとづき、速や
かに報告されている。

事業の取組
コロナ禍を経て、事業内容の充実に
努めていた。

利用の状況
コロナ禍を経て、計画通りに自主事業
を行っていた。

利用者アンケートは年間を通じて設
置しており、利用者の意見は年間を
通じて取集している。

施設内でのアンケートにより、顧客満
足度を図り、改善につなげている。

利用者意見に対する対
応

顧客満足度向上のための意見聴衆
および施設内での共有による対応策
を協議している。

市や関係機関と適切に連携を図り、
地域の活性化に貢献している。その
他、市の事業にも協力的である。

その他提案内容等
コロナ禍を経て、事業内容の充実に
努めていた。

処理
帳簿、書類の整備および保存が適正
にされていると確認している。

管理
監視および管理を徹底し、管理水準
の中で適切に維持・向上を図れてい
る。

施設の収支決算状況
決算書において適正な収支決算状
況であることを確認している。

決算書において適正な収支決算状
況であることを確認している。

決算書において適正な収支決算状
況であることを確認している。

決算書において適正な収支決算状
況であることを確認している。

設置目的
御岳渓谷から御岳山までの地域を中心とした観光情報を発信するとともに、御岳エリアにおける自然を生かしたスポーツ・レ
クリエーション活動の促進を図り、かつ地域の活性化を図るための拠点施設として設置。

緊急時対応

利用者意見の収集
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１　指定管理者自己評価における評価理由、意見等

S 0

A 21

B 0

C 0

２　市の評価、意見等

S 0

A 21

B 0

C 0

記入欄

記入欄

評点 数

令和4年度より指定管理者に選任され、大きな事故・トラブルなく運営管理2年目を終えることができました。
手軽に運動が出来る「ラウンドフィットネス」を導入して新規利用者の獲得を図るとともに、シャワー室を開放して施設の利便性向上に努めてまいりました。ラ
ウンドフィットネスの利用者は350名で前年度比255％増となりました。スポーツ教室としてヨガ教室を継続して実施し、今年度は午前の部と午後の部で実施
しました。その結果、758名の参加者数で前年度比343％増となります。観光地としての役割だけではなく、スポーツを通じての交流が地域として根付いてき
ています。紅葉シーズンの11月に散策イベントを実施し述べ14名の参加となりました。ガイドさんを招き、紅葉を楽しみながらの散策は高評価をいただきま
した。次年度も継続して、施設稼働率の向上及び地域と連携したイベントなどの開催を計画し地域貢献に努めてまいります。

評点 数

令和4年度から指定管理者として施設管理をお願いし、2年目となる令和５年度においても、大きなトラブルなく運営していたと認識している。
新型コロナウイルスが第５類に移行されても、感染防止に努めながら、施設利用者のための施設管理および自主事業等を工夫して実施していた。
コロナ禍を経て、前年度と比べ、各種イベントの利用者数が増加し、駐車場利用も増え、結果として全体収支で黒字決算となったことで、運営がより健全と
なったと考える。
次年度についても、御岳交流センターの施設稼働率や地域連携イベント等の向上に向けて、創意工夫をもって運営を継続していただきたいと考える。


